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移動距離を測定し、矯正学的歯の移動時の圧迫側のtartrate-resistant acid phosphatase (TRAP)陽性細胞を破骨細胞として
数えた。結果、IL-18を投与したマウスでは矯正学的歯の移動が抑制され圧迫側のTRAP陽性細胞の数も減少した。 






細胞形成に T細胞が関与しているかどうか調べた。マウスの T細胞を抗 CD4抗体および抗 CD8抗体でブロックし、IL-18の矯
正学的歯の移動および破骨細胞形成への影響を検討したところ、T細胞の有無によるIL-18の抑制作用に影響はなかった。 
これらのことから本研究では、IL-18 は矯正学的歯の移動および破骨細胞形成を抑制することが明らかになり、その作用は
T細胞には関連がないことが示唆された。 
 
 
 
